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対面開催

9時50分〜12時9時50分〜12時2024年8月24日(土)2024年8月24日(土)
募集：20名（先着順）募集：20名（先着順）

会場：大阪教育大学天王寺キャンパス　西館会場：大阪教育大学天王寺キャンパス　西館

6つのテーマから選んで参加
①英語　②子どもの人権
③体育　④プログラミング教材研究
⑤探究のツボ　⑥消費者教育　

このワークショップでは「考える、まとめる⇒深める⇒楽しむ！」を
テーマに様々な現代の教育課題について、グループワーク等を通じて
考えていきます。申込方法や内容については別紙をご覧ください。
※この事業は令和6年度教師をめざす高校生育成プログラム「教師にまっす
ぐ」との共催プログラムです。「教師にまっすぐ」受講生は申し込む必要は
ありません。

（9時30分～受付）（9時30分～受付）

＜プログラムに関する問い合わせ先＞
大阪教育大学　教授　瓜生彩子　uriu-a86@cc.osaka-kyoiku.ac.jp



課題研究ワークショップ実施内容課題研究ワークショップ実施内容

①これからの日本の英語教育について考えよう!
小学校高学年で英語が教科として導入され、ICTをどのように活用するの
か議論されています。現在の英語教育についてや将来どのような授業が望
ましいのか等、意見交換を通じ理解を深めます。

講師：山岡　賢三　先生

②子どもの人権について考える
　　　　　　　　～こども基本法施行を受けて～

2023年4月に「こども基本法」が施行しました。この法律の制定のきっか
けとなった「子どもの権利条約」についてご存じですか。将来教員になる
うえで、子どもの人権について学ぶことは大切な視点ですので、意見交換
を通じ理解を深めます。

講師：池上　英明　先生

③心と身体のつながりを学び、体育を深めてみま
しょう

スポーツをしていると、大事な場面で緊張やプレッシャーにより、プレー
に影響が出ることがあります。また、周りからの声かけにより、やる気が
出たという経験をしたことがある人がいるかもしれません。
様々な事例から、プレッシャーやフィードバックがパフォーマンスに及ぼ
す影響を実践的に学びます。

講師：神藤　隆志　先生

④プログラミング教材を使った教材研究について
考えてみよう

情報活用能力の育成は21世紀を生きるうえで欠かせないものとなってい
ます。2020年度からは小学校においてもプログラミング教育が行われて
います。小学校の教育現場で取り扱われているロボットプログラミング教
材の体験と簡単な教材開発を行います。
※インターネット・USB接続可能なノートPCをご準備ください。お持ちで
ない人はこちらで準備します。　　　　              講師：尾崎　拓郎　先生



⑤課題研究の取り組み方
　　　　　　～比較と対比でわかる探究のツボ～

調べ学習と課題研究の違いを知っていますか？「比較と対比」の視点でテ
ーマの見つけ方や深め方を実感させます！課題研究の成果が一目でわかる
まとめ方をマスターしましょう。
※「輪ゴム」を準備のうえ、参加ください。

講師：仲矢　史雄　先生

⑥キャッシュレス時代の消費者教育
　　　　～合理的な金銭管理について考えよう～

成年年齢の18歳への引き下げや、消費者被害の低年齢化とともに、キャ
ッシュレス化が進んでいます。高校生の皆さんは、現金派？それともキャ
ッシュレス派？金銭管理は大丈夫ですか？
自身のお金の管理やキャッシュレス決済、これからの時代の消費者教育に
ついて、最適解・最善解を探しましょう。

講師：鈴木　真由子　先生

課題研究ワークショップ実施内容課題研究ワークショップ実施内容

お問い合わせ
大阪教育大学附属学校課
fuzoku@cc.osaka-kyoiku.ac.jp

申し込み方法申し込み方法 アクセスアクセス

〒543-0054　大阪市天王寺区南河堀町4-88
JR・地下鉄天王寺駅
近鉄大阪阿部野橋駅　徒歩10分
JR寺田町駅　徒歩5分

https://forms.gle/hZzXgjoF
4N8cLTFz5

以下よりお申込みください。
先着20名募集です。

※講座の人数に偏りがあ
った場合は第2・3希望の
講座となる場合がありま
す。

7/31(水）〆切

※〆切前に定員に達した
場合は〆切期限を待たず
に募集を終了します。


